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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デュプレクサであって、
　ハイブリッド変圧器を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　電力増幅器の出力とアンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　低雑音増幅器の入力と、接地との間に結合された二次コイルと、
　を備え、
　前記デュプレクサは、平衡インピーダンスをさらに備え、前記平衡インピーダンスは、
前記一次コイルと前記二次コイルとの間に結合され、前記二次コイルは、前記平衡インピ
ーダンスと前記接地との間に結合される、デュプレクサ。
【請求項２】
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、請求項１に記載のデュプ
レクサ。
【請求項３】
　送信信号は、前記電力増幅器に入力される、請求項１に記載のデュプレクサ。
【請求項４】
　受信信号は、前記低雑音増幅器から出力される、請求項１に記載のデュプレクサ。
【請求項５】
　前記アンテナは、同時に送信および受信するように構成される、請求項１に記載のデュ
プレクサ。
【請求項６】
　前記一次コイルの対前記二次コイルの巻きの比はＮ１：Ｎ２でり、前記平衡インピーダ
ンスは、（Ｎ２／Ｎ１）に前記アンテナのインピーダンスを乗じた同等のものに同調され
る、請求項１に記載のデュプレクサ。
【請求項７】
　前記一次コイルは、２つの端子を備え、前記二次コイルは、２つの端子を備え、前記平
衡インピーダンスは、前記一次コイルの前記２つの端子および前記二次コイルの前記２つ
の端子が、送信信号周波数で短絡するように、送信中に同調される、請求項１に記載のデ
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ュプレクサ。
【請求項８】
　前記平衡インピーダンスは、受信中に同調され、前記平衡インピーダンスが受信信号周
波数で短絡する、請求項１に記載のデュプレクサ。
【請求項９】
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力および第２の差動入力を有する差動低雑音増幅器
であり、前記第１の差動入力と前記第２の差動入力との間に結合された三次コイルをさら
に備える、請求項１に記載のデュプレクサ。
【請求項１０】
　第１の結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生し、第２の結合は、前記
一次コイルと前記三次コイルとの間で発生する、請求項９に記載のデュプレクサ。
【請求項１１】
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力と第２の差動入力とを有する差動低雑音増幅器で
あり、前記デュプレクサは、
　前記第１の差動入力と前記アンテナとの間に結合された第１のキャパシタと、
　前記第２の差動入力と前記電力増幅器の前記出力との間に結合された第２のキャパシタ
と
　をさらに備える、請求項１に記載のデュプレクサ。
【請求項１２】
　同時に送信および受信するための方法であって、
　アンテナを用いて受信信号を受信することと、
　ハイブリッド変圧器を備えるデュプレクサを介して前記受信信号を低雑音増幅器に提供
することと、
　電力増幅器から送信信号を受信することと、
　前記デュプレクサを介して前記送信信号を前記アンテナに提供することと
　を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　前記電力増幅器の出力と前記アンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　前記低雑音増幅器の入力と接地との間に結合された二次コイルと
　を備え、
　前記デュプレクサは、平衡インピーダンスをさらに備え、前記平衡インピーダンスは、
前記一次コイルと前記二次コイルとの間に結合され、前記二次コイルは前記平衡インピー
ダンスと前記接地との間に結合される、方法。
【請求項１３】
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１４】
　送信信号は、前記電力増幅器に入力される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　受信信号は、前記低雑音増幅器から出力される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記アンテナは、同時に送信および受信する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記一次コイルの対前記二次コイルの巻きの比が、Ｎ１：Ｎ２であり、前記平衡インピ
ーダンスは、（Ｎ２／Ｎ１）に前記アンテナのインピーダンスを乗じた同等のものに同調
される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記平衡インピーダンスは、送信中に同調され、前記一次コイルおよび前記二次コイル
が送信信号周波数で短絡する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記平衡インピーダンスは、受信中に同調され、前記平衡インピーダンスが受信信号周
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波数で短絡する、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力および第２の差動入力を有する差動低雑音増幅器
であり、前記デュプレクサは、前記第１の差動入力と前記第２の差動入力との間に結合さ
れた三次コイルをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　第１の結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生し、第２の結合は、前記
一次コイルと前記三次コイルとの間で発生する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力と第２の差動入力とを有する差動低雑音増幅器で
あり、前記デュプレクサは、
　前記第１の差動入力と前記アンテナとの間に結合された第１のキャパシタと、
　前記第２の差動入力と前記電力増幅器の前記出力との間に結合された第２のキャパシタ
と
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２３】
　同時に送信および受信のために構成されたワイヤレスデバイスであって、
　受信信号を受信するための手段と、
　ハイブリッド変圧器を備えるデュプレクサを介して前記受信信号を低雑音増幅器に提供
するための手段と、
　電力増幅器からの送信信号を受信するための手段と、
　前記デュプレクサを介して前記送信信号をアンテナに提供するための手段と
　を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　前記電力増幅器の出力と前記アンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　前記低雑音増幅器の入力と、接地との間に結合された二次コイルと
　を備え、
　前記デュプレクサは、平衡インピーダンスを備え、前記平衡インピーダンスは、前記一
次コイルと前記二次コイルとの間に結合され、前記二次コイルは前記平衡インピーダンス
と前記接地との間に結合される、ワイヤレスデバイス。
【請求項２４】
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、請求項２３に記載のワイ
ヤレスデバイス。
【請求項２５】
　同時送信および受信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ
プログラム製品は、命令を格納した非一時的なコンピュータ読取可能な媒体を備え、前記
命令は、
　ワイヤレスデバイスに、アンテナを用いて受信信号を受信させるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスに、ハイブリッド変圧器を備えるデュプレクサを介して前記受
信信号を低雑音増幅器に提供させるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスに、電力増幅器からの送信信号を受信させるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスに、前記デュプレクサを介して前記アンテナに前記送信信号を
提供させるためのコードと
　を備え、
　前記ハイブリッド変圧器は、
　　前記電力増幅器の出力と前記アンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　前記低雑音増幅器の入力と、接地との間に結合された二次コイルと
　を備え、
　前記デュプレクサは、平衡インピーダンスを備え、前記平衡インピーダンスは、前記一
次コイルと前記二次コイルとの間に結合され、前記二次コイルは前記平衡インピーダンス
と前記接地との間に結合される、コンピュータプログラム製品。
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【請求項２６】
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、請求項２５に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　[0097]　本願の特許請求の範囲が、上に示されたまさにその構成およびコンポーネント
に限定されないことは理解されるべきである。特許請求の範囲から逸脱することなく、本
明細書に説明されたシステム、方法、および装置の、配置、操作、および詳細に対して様
々な変更、変化、および変形が行われうる。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　デュプレクサであって、
　ハイブリッド変圧器を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　電力増幅器の出力とアンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　低雑音増幅器の入力と、接地との間に結合された二次コイルと、
　　平衡インピーダンスと
　を備え、前記平衡インピーダンスは、前記一次コイルと前記二次コイルとの間に結合さ
れる、デュプレクサ。
　［Ｃ２］
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、Ｃ１に記載のデュプレク
サ。
　［Ｃ３］
　送信信号は、前記電力増幅器に入力される、Ｃ１に記載のデュプレクサ。
　［Ｃ４］
　受信信号は、前記低雑音増幅器から出力される、Ｃ１に記載のデュプレクサ。
　［Ｃ５］
　前記アンテナは、同時に送信および受信することができる、Ｃ１に記載のデュプレクサ
。
　［Ｃ６］
　前記一次コイルの対前記二次コイルの巻きの比はＮ１：Ｎ２でり、前記平衡インピーダ
ンスは、（Ｎ２／Ｎ１）に前記アンテナのインピーダンスを乗じた同等のものに同調され
る、Ｃ１に記載のデュプレクサ。
　［Ｃ７］
　前記一次コイルは、２つの端子を備え、前記二次コイルは、２つの端子を備え、前記平
衡インピーダンスは、前記一次コイルの前記２つの端子および前記二次コイルの前記２つ
の端子が、送信信号周波数で短絡するように、送信中に同調される、Ｃ１に記載のデュプ
レクサ。
　［Ｃ８］
　前記平衡インピーダンスは、前記平衡インピーダンスが受信信号周波数で短絡するよう
に、受信中に同調される、Ｃ１に記載のデュプレクサ。
　［Ｃ９］
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力および第２の差動入力を有する差動低雑音増幅器
であり、前記二次コイルは、接地に結合され、前記デュプレクサは、前記第１の差動入力
と前記第２の差動入力との間に結合された三次コイルをさらに備える、Ｃ１に記載のデュ
プレクサ。
　［Ｃ１０］
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　第１の結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生し、第２の結合は、前記
一次コイルと前記三次コイルとの間で発生する、Ｃ９に記載のデュプレクサ。
　［Ｃ１１］
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力と第２の差動入力とを有する差動低雑音増幅器で
あり、前記デュプレクサは、
　前記第１の差動入力とアンテナとの間に結合された第１のキャパシタと、
　前記第２の差動入力と前記電力増幅器の前記出力との間に結合された第２のキャパシタ
と
　をさらに備える、Ｃ１に記載のデュプレクサ。
　［Ｃ１２］
　同時に送信および受信するための方法であって、
　アンテナを用いて受信信号を受信することと、
　ハイブリッド変圧器を備えるデュプレクサを介して前記受信信号を低雑音増幅器に提供
することと、
　電力増幅器から送信信号を受信することと、
　前記デュプレクサを介して前記送信信号を前記アンテナに提供することと
　を備える、方法。
　［Ｃ１３］
　前記デュプレクサは、
　前記ハイブリッド変圧器を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　電力増幅器の出力とアンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　低雑音増幅器の入力と接地との間に結合された二次コイルと、
　　平衡インピーダンスと
　を備え、前記平衡インピーダンスは、前記一次コイルと前記二次コイルとの間に結合さ
れる、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　送信信号は、前記電力増幅器に入力される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　受信信号は、前記低雑音増幅器から出力される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　前記アンテナは、同時に送信および受信することができる、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　前記一次コイルの対前記二次コイルの巻きの比が、Ｎ１：Ｎ２であり、前記平衡インピ
ーダンスは、（Ｎ２／Ｎ１）に前記アンテナのインピーダンスを乗じた同等のものに同調
される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　前記平衡インピーダンスは、前記一次コイルおよび前記二次コイルが送信信号周波数で
短絡するように、送信中に同調される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ２０］
　前記平衡インピーダンスは、前記平衡インピーダンスが受信信号周波数で短絡するよう
に、受信中に同調される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力および第２の差動入力を有する差動低雑音増幅器
であり、前記二次コイルは、接地に結合され、前記デュプレクサは、前記第１の差動入力
と前記第２の差動入力との間に結合された三次コイルをさらに備える、Ｃ１３に記載の方
法。
　［Ｃ２２］
　第１の結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生し、第２の結合は、前記
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一次コイルと前記三次コイルとの間で発生する、Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　前記低雑音増幅器は、第１の差動入力と第２の差動入力とを有する差動低雑音増幅器で
あり、前記デュプレクサは、
　前記第１の差動入力とアンテナとの間に結合された第１のキャパシタと、
　前記第２の差動入力と前記電力増幅器の前記出力との間に結合された第２のキャパシタ
と
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　同時に送信および受信のために構成されたワイヤレスデバイスであって、
　受信信号を受信するための手段と、
　ハイブリッド変圧器を備えるデュプレクサを介して前記受信信号を低雑音増幅器に提供
するための手段と、
　電力増幅器からの送信信号を受信するための手段と、
　前記デュプレクサを介して前記送信信号をアンテナに提供するための手段と
　を備える、ワイヤレスデバイス。
　［Ｃ２５］
　前記デュプレクサは、
　前記ハイブリッド変圧器を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　電力増幅器の出力とアンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　低雑音増幅器の入力と、接地との間に結合された二次コイルと、
　　平衡インピーダンスと
　を備え、前記平衡インピーダンスは、前記一次コイルと前記二次コイルとの間に結合さ
れる、Ｃ２４に記載のワイヤレスデバイス。
　［Ｃ２６］
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、Ｃ２５に記載のワイヤレ
スデバイス。
　［Ｃ２７］
　同時送信および受信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ
プログラム製品は、命令を格納した非一時的なコンピュータ読取可能な媒体を備え、前記
命令は、
　ワイヤレスデバイスに、アンテナを用いて受信信号を受信させるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスに、ハイブリッド変圧器を備えるデュプレクサを介して前記受
信信号を低雑音増幅器に提供させるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスに、電力増幅器からの送信信号を受信させるためのコードと、
　前記ワイヤレスデバイスに、前記デュプレクサを介して前記アンテナに前記送信信号を
提供させるためのコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２８］
　前記デュプレクサが、
　前記ハイブリッド変圧器を備え、前記ハイブリッド変圧器は、
　　電力増幅器の出力とアンテナとの間に結合された一次コイルと、
　　低雑音増幅器の入力と、接地との間に結合された二次コイルと、
　　平衡インピーダンスと
　を備え、前記平衡インピーダンスは、前記一次コイルと前記二次コイルとの間に結合さ
れる、Ｃ２７に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２９］
　結合は、前記一次コイルと前記二次コイルとの間で発生する、Ｃ２８に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
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